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◆ 研究概要 
1) 実存倫理思想の研究 
2) 応用倫理学の研究 
3) 哲学的生命論の研究 
 
◆ 著 書 
1)  盛永審一郎：翻訳・P.J.Peters,JR，未来世代への責務と生殖技術．「生命倫理百科事典」生命倫理百科事典翻訳刊行委
員会編，Ⅴ 2688~2695, 丸善，東京，2006． 
2)  盛永審一郎：看護の価値．「応用倫理学事典」加藤尚武編集，214-5，丸善，東京，2006． 
 
◆ 原 著 
1)  盛永審一郎：報告・ヨーロッパにおける終末期の意思決定．「終末期医療をめぐる法的・倫理的規制のあり方への提
言」（富山大学哲学研究室），25-52, 2007. 
2)  盛永審一郎：ヨーロッパにおけるELDの現状調査から見えてくるもの．研究紀要富山大学杉谷キャンパス一般教育， 
35: 1-10,2007 
3)  盛永審一郎：翻訳・ニコラウス・クネップラー：終末期の処置．「終末期医療をめぐる法的・倫理的規制のあり方へ
の提言」（富山大学哲学研究室），14-24, 2007. 
4)  盛永審一郎：翻訳・ヨハネス・ライター：ドイツにおける臓器移植をめぐる現在の議論．研究紀要富山大学杉谷キ
ャンパス一般教育，35: 11-20,2007. 
 
◆ その他 
1)  盛永審一郎：疑わしい場合は生のためにⅠ「死のツーリズム上」，北陸中日新聞 2 月 18 日文化欄． 
2)  盛永審一郎：疑わしい場合は生のためにⅡ「死のツーリズム下」，北陸中日新聞 2 月 25 日文化欄． 
3)  盛永審一郎：疑わしい場合は生のためにⅢ「ホスピス・緩和ケア」，北陸中日新聞 3 月 4 日文化欄． 
4)  盛永審一郎：疑わしい場合は生のためにⅣ「社会の監視」，北陸中日新聞 3 月 11 日文化欄． 
5)  盛永審一郎：疑わしい場合は生のためにⅤ「人工呼吸器外し」，北陸中日新聞 3 月 18 日文化欄． 
6)  盛永審一郎：疑わしい場合は生のためにⅥ「セデーション」，北陸中日新聞 3 月 25 日文化欄． 
7)  盛永審一郎：疑わしい場合は生のためにⅦ「最終章…生のために」，北陸中日新聞 4 月 1 日文化欄． 
8)  盛永審一郎：専門職と倫理，金沢大学公開シンポジウム「大学における研究者倫理の構築に向けて」，金沢大学，11
月 5 日． 
9)  盛永審一郎：スピリチュアルペイン，公開シンポジウム「スピリチュアルペインとケア」，富山ターミナルケア懇話
会，富山市民病院講堂，11 月 26 日． 
10)  盛永審一郎：パリアティブケアの実践的意義とパラドックス，キャリアアップ養成講座，富山大学医学部看護学科，
12 月 8 日． 
 
